
16,000名の食品・飲料・酒類メーカー 製造責任者・経営者に 展示＋セミナー でPR

フードテック官民協議会 × 食品ロスゼロテクノロジー協会

会 期 ： 2026年11月18日（水）～20日（金）
会 場 ： 東京ビッグサイト
同時開催：ドリンクジャパン
主 催 ： RX Japan合同会社 食品工場Week事務局
後 援 ： 一般社団法人食品ロスゼロテクノロジー協会

一般社団法人日本冷凍食品協会

通常 165万円

↓

30万円
展示＋セミナー込み

通常の約1/5

パビリオン 新設のご案内



なぜ今、このパビリオンを立ち上げるのか

食品工場の課題解決に関わるキーパーソンが集まる場で、
2協会が連携して解決策を発信します。

自動化・DX

生産ラインの
自動化と

製造DXの推進

人手不足対策

省人化・省力化
への

切実なニーズ

食品ロス削減

需要予測・在庫
最適化

によるロス圧縮

鮮度保持

品質を保つ
保存・流通技術

冷凍・冷蔵

急速冷凍・省エネ
冷熱設備の刷新

食品工場が抱える課題

2協会との連携で、課題解決製品を「集中発信」する場をつくる
食品工場Weekは、フードテック官民協議会・食品ロスゼロテクノロジー協会と連携し、
食品業界が直面する課題の解決に貢献する製品・サービスを一箇所に集めたパビリオンを新設します。
分散していた技術提案をテーマで束ねることで、来場者の関心と出展社の商談機会を最大化します。



パビリオン概要

第７回 食品工場Week内に特別エリアを設置いたします

来場者数 16,000名（予定） ※2025年 16,355名来場

会 期 2026年11月18日（水）～20日（金）

会 場 東京ビッグサイト（同時開催：ドリンクジャパン）

主 催 RX Japan合同会社 食品工場Week事務局

出展条件 フードテック官民協議会 会員企業 または
食品ロスゼロテクノロジー協会 会員企業

出展料金 300,000円（税別）

料金に含まれるもの

• 展示スペース（1.5m×2m、展示台設置含む）

• 基本装飾（社名板含む）

• 電気工事（電源利用料含む）

• Expo Master（製品サイト利用料）

• PRセミナー枠（先着6社 ※通常150,000円）

前回の展示会場の様子



パビリオン ブースイメージ

ブースレイアウト（1.5m×2m
）

前回の別協会パビリオンブース
※ブースレイアウトは変更の可能性があります

ブースレイアウト イメージ



食品・飲料・酒類メーカー 経営者・製造・品質が来場

来場実績企業（一部抜粋、法人格略）
食品メーカー

・味の素
・エースコック
・カゴメ
・カルビー
・キユーピー

・東洋水産
・日清製粉
・日清食品
・日本ハム
・ニチレイフーズ

・ハウス食品
・伊藤ハム
・江崎グリコ
・亀田製菓
・敷島製パン

・山崎製パン
・フジパン
・神戸屋
・ブルボン
・森永製菓

・ロッテ
・Mizkan Holdings
・Umios

・・・など

飲料メーカー

酒類メーカー

・アサヒ飲料
・伊藤園
・大塚製薬
・キーコーヒー

・キリンビバレッジ
・コカ・コーラ ボトラーズジャパン
・サントリー食品インターナショナル
・ダイドードリンコ

・タカナシ乳業
・明治
・森永乳業
・ヤクルト本社

・UCC上島珈琲
・雪印メグミルク
・ユニカフェ
・・・など

・アサヒビール
・イクスピアリ
・大関

・オリオンビール
・菊正宗酒造
・キリンビール

・月桂冠
・霧島酒造
・サッポロビール

・サントリースピリッツ
・宝酒造
・ニッカウヰスキー

・白鶴酒造
・メルシャン
・・・など



主な出展対象製品・サービス（一部抜粋）

冷凍・冷蔵技術から製造DXまで、幅広い製品・サービスが対象

冷凍・冷蔵・鮮度保持

• 急速冷凍装置／
解凍装置

• 冷凍冷蔵倉庫／
自動倉庫

• 防露／防霜技術
• 断熱材／

保冷パッケージ
• 鮮度保持技術

品質管理・検査

• 鮮度モニタリング
技術

• 温度センサー
• HACCP／

品質管理システム
• 外観検査AI
• トレーサビリティ

システム

食品ロス削減・DX

• 需要予測／
在庫最適化システム

• 生産管理／
生産計画最適化

• 食品ロス削減技術
• IoTモニタリング
• 工場自動化／

製造DX

環境・資源循環

• 省エネ冷凍機
• 自然冷媒設備
• 食品残渣活用技術
• アップサイクル

技術
• 資源循環

ソリューション



パビリオン出展で何ができる？

食品・飲料・酒類メーカーのキーパーソンへ直接アプローチ

①

協会共同企画ならではの
高い注目度と露出

公式Webサイト・メルマガの
特集企画でPR。通常出展以上
の露出が期待できます。

②

30万円で
展示×セミナー

通常165万円の出展内容を約
1/5の費用で。パネル展示＋

30分のPRセミナー。

③

専門テーマでターゲット
来場者と出会える

テーマ別フェアの中で、課題
を持つ来場者へ効率的に
アプローチできます。

製造・品質保証・研究開発・SCM・DX推進・経営企画など、
製品導入や技術評価に関わる責任者へ直接PRできます。



① 協会共同企画ならではの高い注目度と露出

展示会公式Webサイト・メールマガジンの特集企画としてPR

通常出展以上の露出が期待できます

冷凍・冷蔵技術から製造DXまで、食品産業の課題解決
をテーマにした特集企画としてPRを実施。
パビリオン全体で注目を集めるため、
単独出展では届きにくい層にも情報が届きます。

公式Webサイトのテーマ別特集ページに掲載

来場者向けメールマガジンでの紹介

パビリオン単位での話題化による会場内送客

別展示会 WEB特集イメージ



② 30万円で 展示 × セミナー

通常出展の約5分の1の費用で出展

通常出展プラン

• 出展ブース（1小間 6m×3m）
￥1,120,000

• Expo Master ￥50,000

• ブース装飾 ￥480,000

合計 ￥1,650,000
＋電気工事費用など

約1/5

→

パビリオン 出展プラン

• 出展ブース（1ブース 1.5m×2m）
￥300,000

• Expo Master・ブース装飾

電気工事 込み

• PRセミナー1枠 無料提供

（通常￥150,000・先着6社）

合計 ￥300,000

「パネル展示に加え、30分間のPRセミナーで導入メリットや
活用事例を詳しく発信できます。



③ 専門テーマで、ターゲット来場者と出会える

５つのテーマに特化した展示会で効率的なマッチングを実現



申込方法

貴社にあった出展方法を提案いたします。ぜひお問合せください。

STEP 1

お問い合わせ →

STEP 2

出展内容・パビリオン
確認

→

STEP 3

申込書提出 →

STEP 4

出展準備開始

お問い合わせ先

RX Japan合同会社 食品工場Week事務局
担当：金井
TEL ：070-3117-7878
E-mail：foodtechjapan.jp@rxglobal.com

まずはお気軽に
ご相談ください

PRセミナー枠は先着6社限定です

会期：2026年11月18日（水）～20日（金）／会場：東京ビッグサイト 出展料金：300,000円（税別）
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